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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
2006年から2007年にかけてインドネシアの第5回人口統計健康嗣査で､1,694の地
域からそれぞれ25世帯を抽出し､34,227人の女性から質問調査を行い､看護師又は
助産節の妊娠前健康管理訪問回数と出産後 28日以内の新生児の死亡との関係を解析
した｡健康管理訪問時期を最初の3ケ月､2番目の3ケ月､7ケ月日から出産までの
最終期間に分け､それぞれの期間での訪問回数と新生児死亡の関連性を､ロジスチッ
ク解析を行い､新生児死亡のオッズ比と95%信頼区間で表した｡最終期間に於いて､
健康管理訪問回数の増加に伴う新生児死亡オッズ比の有意な減少が､地域､年齢､母
親の教育､出生順位を調整しても認められた｡すなわち､7ケ月目から出産までの最
終期間に看護師又は助産師の健康管理訪問回数が多いほど､新生児死亡が有意に減少
することが判明した｡
以上より､本研究はインドネシアにおける周産期医療に貢献する価値ある業練と認め
る｡
よって､本研究者は博士(医学)の学位を得る資格があると静める｡
